
 

 

 

 

 

第 18 回 塩屋まちづくり推進会 総会  

日時 2023年 6月 25日（日）午前 10：00～ 

 

会場 塩屋地域福祉センター 

 

1．はじめに  

開会あいさつ 

会長あいさつ 

成立要件の確認，議長選出，書記・議事録署名人 任命 

 

2．審議事項 

第１号議案 2022年度 事業報告  

第２号議案 2022年度 収支決算報告 

第３号議案 2022年度 監査報告 

第４号議案 規約改正（案） 

第５号議案 2023年度 事業計画（案） 

第６号議案 2023年度 収支予算（案） 

 

3．報告事項 

□都市計画道路・塩屋多井畑線整備に関する報告（神戸市） 

□各活動の紹介 

・9丁目市営住宅跡地の活用 

・塩屋谷川の活用 

・「塩屋景観ガイドライン」別冊「塩屋空き家・古家相談室」の作成 

・塩屋コミュニティバス「しおかぜ」を補完する手段 

・中野センター周辺エリアに関するアンケート（途中経過） 

 

閉会あいさつ 



1 

 

第１号議案 2022年度 事業報告 

（事業年度 2022年 4月 1日～2023年 3月 31日） 

か 

 

 

 本年度も新型コロナウイルス感染症を巡る状況は大きく変化したわけではありませんが、良きに

つけ悪しきにつけ、人々も「with コロナ」の生活にある程度は慣れ、様々な変化を前提に日々を

送らざるを得なくなっています。 

 塩屋まちづくり推進会（以下「推進会」）でも、このような社会状況と折り合いを付けながら活

動を進めてきましたが、本年度の具体的な取り組みとしては、市営住宅跡地整備、「塩屋景観ガイ

ドライン」に付随した空家・古屋の継承・活用相談窓口の開設とチラシによる広報、中野センター

の整備提案に対するアンケートの実施を主だったものとして挙げることができます。 

 空家・古屋の継承・活用相談窓口が開設されたことにより、地域と所有者とのコミュニケーショ

ンの足がかりとなりました。 

 また、市営住宅跡地整備では、神戸市の委託事業により、一部インフラ整備の協力も得られまし

たが、当該事業の動向に活動が左右された部分もあり、主体的な地域活動のあり方という面では課

題も残りました。 

 その他、地域安全、水と緑の空間整備等においても、それぞれ取り組みを進めました。 

 次年度は、ここ数年の暫定的な活動体制から、コロナ後を見据えた恒久的な活動体制への移行を

検討すべき時期にさしかかり、より長期的な視点からの事業展開が求められることになるものと思

われます。 

  

【定例勉強会開催日】 

2022年 4月 7日（木）、4月 20日（水）、5月 18日（水）、6月 2日（木）、6月 15日（水）、7月

7日（木）、7月 20日（水）、8月 4日（木）、8月 17日（水）、9月 1日（木）、9月 21日（水）、

10 月 6 日（木）、10 月 19 日（水）、11 月 10 日（木）、11 月 16 日（水）、12 月 1 日（木）、12 月

21日（水）、2023年 1月 5日（木）、1月 18日（水）、2月 2日（木）、2月 15日（水）、3月 2日

（木）、3月 15日（水） 

 

 

 

1. 地域資源の保存・共有・継承活動 

存命の昔の塩屋を知る方々からの聞き取りを行い、蓄積した情報を文字化する作業を、元塩屋在住

の方の協力により引き続き進めており、1次資料としての整備は概ね見通しの立つ段階に至ってい

る。 

資料整備後は、引用元として活用が可能となるが、プライバシーに関わる部分も多く含まれるため、

地域としての情報共有方法にはなお検討が必要である。 

 2022 年 11 月 12 日 「徹公の部屋 番外編」として、しおみちゃんの家にて地域の民謡演奏

者・糸音会の方々による演奏会を開催した。 

 

◆まちの「魅力」の発見・共有・育成◆ 

◆活動概観◆ 
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2. 塩屋景観ガイドライン・地域の文化遺産の継承 

推進会では、「塩屋らしさ」を担う町の諸要素を継承するための指針として「塩屋景観ガイドライ

ン（試験運用版）」（以下「ガイドライン」）の策定を進めているが、2年ほど前から、特別な文化財

ではないが町の表情を形作ってきた古い住宅の解体が急速に進んだため、緊急の関連取り組みとし

て、空家の再生・利活用をサポートするための「相談窓口」の開設を行った。 

同時に、「公益財団法人 ルネッサ地域文化振興財団」の助成金を活用して、塩屋景観ガイドライン

別冊として「塩屋空き家・古家相談室」パンフレットを制作し、地区内 8,000戸へポスティング配

布した。 

相談窓口には地域の工務店や商店が名を連ね、空家・古屋の身近な課題について、地域全体で受け

止め、解決を図る体制の整備が進みつつある。 

 

3. 自然環境保全・共生活動 

まちの魅力育成、世代間交流の場の充実、景観の質向上等を目的として取り組んでいる。 

 

1）塩屋谷川清掃・川遊び 

ほぼ毎月 1回の割合で、塩屋谷川清掃を実施（第 4土曜日、雨天中止）。 

偶数月は、川歩きイベントを同時開催し、身近な自然としての塩屋谷川の環境に親しみつつ、その

役割やあり方を考える機会とした。 

また、後述の「中野センター周辺の活用・整備提案内容」案に対する意見募集アンケートにおいて

も、塩屋谷川の整備に関する項目を盛り込んだ。 

 2022年 8月 20日、27日 ゲストに「海と空の約束プロジェクト」西谷寛氏を招き、「塩屋谷

川で遊ぼう」と題して、大人も子供も塩屋谷川の生物とのふれあいを楽しめるイベントを実施

した。 

 

2）たるみ・水辺交流会 

 2023年 3月 19日 当会より 5名参加。高田副会長が登壇し、塩屋谷川の取り組みについて発

表を行った。 

 

3） 海岸の利用 

 2022年 5月 31日 明石や淡路での水上オートバイの危険走行・事故をきっかけとして、条例

改正の動きが出ているが、周辺環境や他の利用者の安全との両立を図り、誰にでも開かれた海

岸として残していくという観点から、昨年の兵庫県・兵庫県警察本部に引き続き、国土交通省

（姫路河川国道事務所山田所長宛）に「塩屋浜における水上オートバイの航行規制に関する要

望書」を提出した。 

共催活動のしおや浜・海上イベントは、コロナ禍の影響により本年も中止となった。 
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1. 空地活用 

防災・コミュニティ育成の場・景観ガイドラインの実践の場等の多面的な機能を持った地域スペー

スとして、空地の活用検討を進めている。 

 

1） 塩屋小学校東側空地整備 

本年度は特に動きは無いが、既に決定している通り、今後改めて塩屋小学校側との協議を進めてい

く予定。 

 

2） 9丁目市営住宅跡地活用 

草刈りと並行して植物の定植実験なども行いつつ、活用のアイデアを募っている。 

昨年度に植えたブドウ苗および各種樹木の世話を中心に、月 2回の作業日を設けて活動を継続して

おり、5月からはそのうちの 1日を整備作業＆ミーティング＋ピクニックとし、参加者同士の交流

を促進する機会とした。 

また 6 月以降の活動方針として、「みんなのにわ」として参加者が自身の希望と意思に基づき各自

整備を進めていくことを確認した。 

本年度は、神戸市の公募による事業者（双日株式会社）の委託事業が始まり、11月以降はこれと連

動したアウトドアワークショップやブドウアカデミーの催しが加わると共に、一部インフラ整備の

協力も得られることとなった。 

ただし委託事業は年度末で一旦終了し、神戸市として事業の検証を行うため、次年度の予定は現時

点では未定である。 

なお次年度より、整備作業日を第 2土曜日、第 4日曜日に固定して実施することとなった。 

 整備作業・ミーティング実施日：2022年 4 月 9日、4 月 23日、5月 14日、5 月 29日、6 月

11日、6月 19日、7月 9日、7月 23日、8月 13日、8月 21日、9月 11日、9月 25日、10

月 15日、10月 30日、11月 5日、11月 20日、12月 10日、12月 18日、2023年 1月 21日、

1月 29日、2月 26日、3月 5日、3月 18日、3月 26日 

 委託事業イベント実施日：2022 年 11月 20 日、12 月 3日、12月 10日、2023 年 1 月 21 日、

1月 29日、2月 26日 

 2022 年 11 月 7 日〜11 日 兵庫県の地域体験活動「トライやるウィーク」で塩屋中学 2 年生

20名近くを受け入れ、回遊路や階段の整備を体験してもらった。 

 2023年 3月 19日 「塩九青空市」を開催し（主催 双日株式会社）、予想を大きく上回る 1,250

人以上の来場者を数え、盛況となった。 

 

2. 塩屋将来ビジョン（仮称） 

2019 年に神戸市に提出した「中野センター周辺エリアの活用イメージ」および「活用にむけた要

望書」をもとに、引き続き具体的な活用計画を作成するための検討を進めている。 

本年度は、都市計画事業区域に含まれ、建物の老朽化と付近の安全確保が課題となっている中野セ

ンター付近に関し、集中的に整備方針の具体化を進めるため、「中野センター周辺の活用・整備提

案内容」案に対する意見募集アンケートを行った（2023・3〜）。 

幅広い意見を得るため、全戸への調査票の配布に加え、ウェブでの回答フォームを設置し、回収に

◆日常の「安心」を支えるしくみづくり◆ 
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努めた。 

 

3. まちの安全対策 

引き続き、必要性の認められる安全対策のうち、対応の目処が立ったものから順次対策を講じてい

る。 

 2022年 10月 20日 兵庫県警察本部宛に「国道 2号線菅公橋付近の安全対策を求める要望書」

を提出した。 

 

4. 「しおかぜ」を補完する交通手段 

1） コミュニティバス「しおかぜ」（「塩屋コミュニティバスを走らせる会」としての事業） 

事業の状況、コロナ禍への対応から、概ね 2ヶ月に 1回の割合で会合を開催した。 

また、店舗閉店その他により、一部ルート変更を行った。 

 会合開催日：2022 年 5月 19 日、7 月 14 日、9月 14 日、12 月 8 日、2023 年 1 月 13 日（役

員会）、2月 9日 

 

2） 望海台「望海（のぞみ）」実証実験（望海台事業） 

当実証実験は、推進会における「しおかぜを補完する交通手段」の検討を前提とし、望海台地区か

らの要望を神戸市が受ける形で望海台単独の先行実験として行われたものであるが、望海台との理

解の共有が十分でないため、推進会としては今後の推移を見守ることとした。 

 2022年 8月〜2023年 3月 望海台（塩屋町 8丁目）における第 2回デマンド型乗合タクシー

「望海（のぞみ）」の実証実験実施に伴い、継続的に経過報告を受けた。 

 12 月神戸市地域公共交通会議において、実証実験の結果を受け、「望海」の本格運行（2023

年 4月～）が承認された。 

 

5. 塩屋の道路事情に関する勉強 

私道の多い塩屋の道路事情について、実態や課題の把握を進めている。 

 実施日：2022年 6月 15日、7月 20日、11月 16日 

 

6. 都市計画道路・塩屋多井畑線整備 

引き続き神戸市による測量と予備調査が進行中。 

調査・測量その他の進捗状況に合わせて協議を行いながら、今後の事業化を進めていく。 

本年度は、事業化に関する特記事項は無し。 

 

7. しおやまち縁カフェ 

概ね毎月 1回、「しおみちゃんの家」（商店会会館）にて実施。 

議論の場ではなく、誰でも気軽に参加できるコミュニティ育成の場を提供している。 

今年度は、コロナ禍もあって一定程度の人数が同席する機会は少なく、特定のテーマを設けての意

見・アイデア交換という点ではあまり進展を見なかった。 

 開催日：2022 年 4 月 30 日、5 月 21 日、6 月 11 日、7 月 16 日 、8 月 13 日「市営住宅跡地

の委託事業」、9 月 17 日、10 月 22 日 、11 月 12 日、12 月 17 日、2023 年 1 月 28 日、2 月

11日、3月 11日 
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第２号議案 2022年度 収支決算報告 

収入の部 

科 目 予算額（円） 決算額（円） 摘 要 

繰越金 ２９０，９９７ ２９０，９９７ 前年度繰越金 

まちづくり活動助成金 ３００，０００ ３００，０００ まちづくり活動助成金 

その他助成金 ０ ３００，０００ ルネッサ地域復興助成金 

事業収益・寄付 ２０，６６０ ２３，６６７ 見聞録頒布代、寄付、利息 

合   計 ６１１，６５７ ９１４，６６４  

 

支出の部 

科 目 予算額（円） 決算額（円） 摘 要 

印刷費 

ニュースレター等 

発行 
１００，０００ ７５，０００ 

ニュースレターNo.37 50,000円 

ニュースレターNo.38 25,000円 

総会資料・定例会等資料 ８０，０００ ３８，８００ 
総会資料 10,000円 

定例会資料 28,800円 

活動案内 １５，０００ ６６，７７２ 

月例会行事他案内ポスター 4,480円 

水辺・たるみ交流会チラシ 2,292円 

SIO9 活動宣伝チラシ 10,000円 

中野センター周辺に関するアンケート

50,000円 

景観ガイドライン 

（2022年試験運用版） 
１０，０００ ０  

通信費 

ニュースレター等 

配布料 
７０，０００ ７０，０００ 

ニュースレターNo.37 35,000円 

ニュースレターNo.38 35,000円 

事業費 

まち縁カフェ 

会場使用料 
１２，０００ １２，０００ 

まち縁カフェ会場使用料 

1,000円×12回 

イベント保険料 ３０，０００ ２５，００８ 
市営住宅跡地整備 22回、川遊び 2回、ボ

ランティア活動、イベント保険料、郵送料 

市営住宅跡地看板 

作成費 
３０，０００ ０  

協賛金 １０，０００ １０，０００ 
塩屋コミュニティバスを走らせる会への

協賛金 

ルネッサ地域復興事業 

助成金 
０ ３００，０００ 

「塩屋景観ガイドライン」別冊「塩屋空き

家・古家相談室」の作成 

事務費 

事務用品費 他 ５，０００ ３２，５５１ 

餅つきイベント材料費等 19,471円 

アンケート回収用レターボックス 6 個 

13,080円 

予備費 ２４９，６５７ －  

小   計 ６１１，６５７ ６３０，１３１  

次年度繰越金 － ２８４，５３３  

合   計 ６１１，６５７ ９１４，６６４  
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第３号議案 2022年度 監査報告 
 

塩屋まちづくり推進会の 2022年 4月 1日から 2023年 3月 31日までの収支決算報告ならびに特

別会計収支決算報告に関し、関係証憑書類を監査照合した結果、いずれも厳正的確に処理されてい

たことを認めます。 

 

2023年 6月 7日   監査  今井 まさこ ㊞（捺印済み） 

監査  白國 高太郎 ㊞（捺印済み） 
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第４号議案 規約改正（案） 

   …改正箇所 
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第５号議案 2023年度 事業計画（案） 

 

＜運営の基本方針＞ 

・ 誰でも自由に参加し意見交換ができる場として、「定例勉強会」を原則として月 1 回開催しま

す。 

・ まちづくりに人や社会についての現代的知見を適切に取り入れるため、専門家や先進事例を持

つ他地域との交流を積極的に行い、協議の質の向上を図ります。 

・ 地区住民等の参加を広く呼びかけるとともに、ニュースの発行および掲示板・ウェブサイトの

活用により、会の活動やまちづくりの情報を発信・共有します。 

 

 

 

・ 地域の歴史や文化・自然環境についての情報を収集し、これまでの蓄積とともにまちづくりの

基礎情報として積極的に活用します。 

・ 「塩屋らしさ・塩屋ならではの良さ」を改めて探り、共有し、それらを守り、育てるための基

本的な考え方や視点を示した「塩屋景観ガイドライン（試験運用版、以下「ガイドライン」）」

の充実を図り、普及に努めるとともに、制度化に向けて継続的に意見を募集します。 

・ 同時に「ガイドライン」の実例を一覧にした「（仮称）景観資源カタログ」の充実を図ります。 

・ 地域に根ざし、地域固有の表情を生み出している文化遺産の活用を進めます。 

・ 地域の伝統行事や生活習慣の継承を図ります。 

・ ガイドラインの考え方を踏まえ、コミュニティの形成、防災・安全、地域資源の活用と魅力発

信等を総合した「次期まちづくり構想」提案に向けた検討を進めます。 

・ 海、川、山のつながりを一体のものと捉え、だれもが平等にアクセスできる開かれた空間とし

て将来に引き継ぐため、親水イベントを実施し、住民の塩屋谷川や塩屋浜、自然環境への関心

と理解を深めます。 

 

 

 

・ まちづくりのテーマに沿ったイベント開催等を通じて推進会を PRするとともに、活動への理

解と参加を促します。 

・ イベントの場において積極的に情報交換を行い、定例勉強会での検討内容を補完します。 

・ 多様な人材の日常的な交流を促すことにより、自発的に活動に関わり、まちの良さを見出し、

発信していけるような人材の育成に努め、地域を支える「人のネットワーク」強化を図ります。 

・ 塩屋コミュニティバス「しおかぜ」の普及に向けた取り組みを進め、人の交流を促進します（「塩

屋コミュニティバスを走らせる会」としての活動）。 

・ 「しおかぜ」を補完する交通手段のあり方についても、検討を進めます。 

・ 「提案書」「再提案書」「回答書」に基づき、引き続き神戸市との協議のもと、都市計画道路・

塩屋多井畑線の整備を推進します。 

・ 地域内の道路網全般を対象に、歩行者安全対策を進めるとともに、歩行者ネットワーク整備の

ため、神戸市との協議を進めます。 

◆まちの「魅力」の発見・共有・育成◆ 

◆日常の安全・安心、人のつながりを支えるしくみづくり◆ 
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・ 災害時の避難路整備、地域の危険箇所の点検と改善、安全情報の共有、人的協力体制など、塩

屋ふれあいのまちづくり協議会とも連携しながら、総合的な視点で地域安全に取り組みます。 

・ 地域内の道路事情について、その課題や可能性について、研究を進めます。 

・ 9 丁目市営住宅跡地をはじめとした、交流の場、防災スポット、景観ガイドラインの実践の場

などを兼ねる、地域の自発性を生かした空地活用を進め、それぞれのエリアに適した塩屋らし

く創造的な空間として整備します。 

・ 中野センターを中心とした「駅前〜大谷交差点周辺」エリアのうち、核となる中野センターの

整備・活用方法について、アンケートを基に具体的な方針をとりまとめ、地域意見として神戸

市に提出するとともに早期の用地買収を要望します。 

 

 

 

・ 自主財源の確保を進めます。 

 

 

◆その他◆ 
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第６号議案 2023年度 収支予算（案） 

 

収入の部 

科 目 金 額（円） 

繰越金 ２８４，５３３ 

まちづくり活動助成金 ３００，０００ 

事業収益・寄付 他 １８０，０００ 

合 計 ７６４，５３３ 

 

支出の部 

科 目 金 額（円） 

印刷費 １９５，０００ 

ニュースレター等発行（2回） １００，０００円 ― 

総会・定例会等資料 ８０，０００円 ― 

活動案内 １５，０００円 ― 

通信費 ７０，０００ 

ニュースレター等配布料（2回） ７０，０００円 ― 

事業費 ２１２，０００ 

まち縁カフェ会場使用料（12回） １２，０００円 ― 

市営住宅跡地整備事業費 １６０，０００円  

協賛金 １０，０００円 ― 

イベント保険料 ３０，０００円 ― 

事務費 ５，０００ 

事務用品費 他 ５，０００円 ― 

予備費 ２８２，５３３ 

合 計 ７６４，５３３ 

 

 

 


